
民家へ打ち寄せる越波状況民家へ打ち寄せる越波状況
〔〔平成２１年１０月台風平成２１年１０月台風2020号号〕〕

波の越波状況（陸上撮影）

稲敷市浮島地先

CCTV画像と地上撮影

東村観測所

平均風向風速：

NNE／21.6m

①打上がり状況
（陸上から14:15撮影）
↓

①打上がり状況
↓14:43:25

越波状況越波状況〔〔平成２１年８月台風１１号平成２１年８月台風１１号〕〕

【【１１】】 霞ヶ浦での波浪現象霞ヶ浦での波浪現象〔〔1/21/2〕〕

図－１ 吹き寄せ現象
ふ よ

◆河川と異なり、広大な水面がひろがる霞ヶ浦では、吹送距離が長い

ため、堤防や周辺民家に影響を及ぼす強い波浪が発生する。

◆洪水時には、流入河川からの出水による湖面の水位上昇や強風に

よる湖面水位の偏り（吹き寄せ現象※図－１）と高波浪が発生する。

②越波状況
↓14:43:26

鹿嶋市大船津地先
〔鰐川左岸4.80k付近〕

撮影日時
１０月８日１０：０９

潮来市徳島地先
〔外浪逆浦左岸3.50k付近〕

撮影日時
１０月８日１０：１０
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右のグラフは、西浦の中央
にある湖心観測所の風速
データを基に、代表的な２４
洪水注1)（昭和５０年から平
成１６年までの３０年間）に
おける風向別の最大風速
値注2）を示したものです。

注1）代表的な洪水とは、流域平均3日間雨量
100mm以上の洪水を対象としています。
注2）最大風速値は10分毎データ（10分間平

均）であるため、最大瞬間風速とは異なります。

－1－

例えば、南東方向から一様に風を吹かせると

湖面全面に一様に風を吹かせると



▲H16.10.9 台風22号の波浪状況▲北浦左岸９．７５ｋ 鹿嶋市居合地先

▲ H10.9.16 台風5号の波浪状況（風速23m）

北浦左岸９．７５ｋ北浦左岸１４．２５ｋ

【【11】】 霞ヶ浦での波浪現象霞ヶ浦での波浪現象〔〔2/22/2〕〕

－2－

鹿嶋市居合地先鹿嶋市武井地先

稲敷郡美浦村大山地先 西浦右岸２９．００ｋ



被災事例被災事例 〔〔平成１６年台風平成１６年台風2222号出水号出水〕〕

被災事例被災事例

〔〔平成３年台風平成３年台風2222号出水号出水〕〕

中岸２３．５ｋ
法崩れ Ｌ＝３ｍ

右岸２８．５ｋ
法崩れ Ｌ＝２０ｍ

右岸２０．５ｋ
法崩れ Ｌ＝９ｍ

右岸１３．０ｋ
法崩れ Ｌ＝５．５ｍ

右岸７．５ｋ
法崩れ Ｌ＝２７ｍ

右岸１５．５ｋ
法崩れ Ｌ＝３１．５ｍ

中岸２．０ｋ 耐震護岸の覆土
洗堀 Ｌ＝５ｍ

外浪逆浦３．７５ｋ
堤防漏水

◆洪水時には、出水による湖面の
水位上昇や強風による湖面水位の
偏りと高波浪が発生することから、
堤防前面の洗掘ならびに堤防法肩
等の洗掘被害が発生している。

【【２２】】 波浪による被災実態波浪による被災実態〔〔1/21/2〕〕

既往洪水時風速最大値

管理水位
堤防法肩部の堤防法肩部の洗掘洗掘

堤防高さ Y.P.+3.50ｍ

ＨＷＬ Y.P.+2.85

常陸利根川（外浪逆浦）右岸０．７５ｋ付近

平成3年10月洪水

（最大風速１８．１m/s）

堤防前面の堤防前面の洗掘洗掘

堤防を越える越波流量により
川裏が洗掘する可能性がある。

－3－

香取市一之分目新田地先

潮来市釜谷地先

潮来市十四番地先
稲敷市平山地先稲敷市西ノ洲地先

稲敷市古渡地先

稲敷郡美浦村
大山地先

土浦市港町地先 かすみがうら市
渋内地先



常陸利根川（外浪逆浦）右岸０．７５ｋ付近

平成16年10月洪水 （最大風速２４．８m/s ）

平成3年10月洪水 （最大風速１８．１m/s）

西浦右岸２８．５０ｋ 北浦右岸７．５０ｋ

【【22】】 波浪による被災実態波浪による被災実態〔〔2/22/2〕〕

－4－稲敷郡美浦村大山地先 潮来市釜谷地先

香取市一之分目新田地先



【【３３】】 波浪対策施設波浪対策施設の考え方の考え方

離岸堤の配置は、直接進入する波を防ぐため、千鳥に

配列しています。また、離岸堤内の水やゴミ等が滞留し

ないように配慮しています。

離岸堤の配置は、直接進入する波を防ぐため、千鳥に

配列しています。また、離岸堤内の水やゴミ等が滞留し

ないように配慮しています。

堤防から離岸堤までの距離（離岸距離）は、湖底状況、
既存の舟溜り施設の配置状況、 施工性、経済性、背後
地利用等も考慮して設定します。

堤防から離岸堤までの距離（離岸距離）は、湖底状況、
既存の舟溜り施設の配置状況、 施工性、経済性、背後
地利用等も考慮して設定します。

（写真：行方市麻生地先）

堤長50m～60m

設置高さ
Y.P.+1.80m

離岸堤間の開口幅は漁船
等の緊急避難を考慮して

います。

開口幅10m

松杭は、増水時に構造
物の存在が視認できる
よう設けています。

松杭は、増水時に構造
物の存在が視認できる
よう設けています。

ＨＷＬ Y.P.+2.85

緩傾斜堤防は、離岸堤だけでは堤防

を越える越波を抑えられない場合に

設置します。

また、緩傾斜堤防を施工する際には、

既存植生帯を極力保全するよう配慮

してます。

緩傾斜堤防は、離岸堤だけでは堤防

を越える越波を抑えられない場合に

設置します。

また、緩傾斜堤防を施工する際には、

既存植生帯を極力保全するよう配慮

してます。

離岸堤は安定した湖底に設置します
堤防高さ Y.P.+3.50ｍ

離岸堤設置箇所の水深が深いと材料費がかさむ

管理水位

被覆石の規格

過去の最大風速時※１に
発生する波浪で被覆石
が単体で維持できる重
量を算出します。
※１）設計箇所毎に影響のある風向
（１ページ右上）の最大風速を用い
て計算します。

被覆石の規格

過去の最大風速時※１に
発生する波浪で被覆石
が単体で維持できる重
量を算出します。
※１）設計箇所毎に影響のある風向
（１ページ右上）の最大風速を用い
て計算します。

◆ 対策施設は、箇所毎に波浪計算し設計しています。

離岸堤を設置しないで波浪に対応するためには、
水平距離２０ｍを越える緩傾斜堤防が必要となり、
既存植生帯の多くが失われてしまいます。

－5－

（行方市麻生地先の事例）

被覆石



【気象庁資料引用】
◆ 平均風速２０m以上２５m未満では、しっかりと身体を確保しないと転倒する。
◆ 平均風速は１０分間の平均風速値。

事業効果事業効果 波浪対策工（離岸堤）による消波状況

波浪状況
（台風７号 平成９年６月２０日撮影）

【整備前】 堤防への越波状況

沖側は約１．０ｍの波高

工事着手前 〔平成11年6月〕

効果確認箇所

空撮（平成空撮（平成1717年年11月月1818日）日）

撮影方向

◆◆ 平成１２年３月に波浪対策（離岸堤）を設置。平成１２年３月に波浪対策（離岸堤）を設置。

◆◆ 台風１８号台風１８号(H21.10)(H21.10)では、堤防への越波を防止した。では、堤防への越波を防止した。

◆◆ 堤防基礎の洗掘や堤防法崩を防いだ。堤防基礎の洗掘や堤防法崩を防いだ。

工事完成 〔平成12年3月〕

暴風時の状況暴風時の状況 〔〔１３時２９分撮影１３時２９分撮影〕〕

風向：南南西風向：南南西 ／／ 平均風速：２０．６平均風速：２０．６m/sm/s

行方市蒲縄地先（西浦左岸２．７５ｋ付近）行方市蒲縄地先（西浦左岸２．７５ｋ付近）
〔〔写真：平成２１年１０月８日撮影写真：平成２１年１０月８日撮影〕〕

【効果】 堤防への越波を防止

離岸堤で波を破砕し、越波を防いだ。

沖側の波を破砕している状況

〔１３時２３分撮影〕

〔１３時３０分撮影〕

【【４４】】 波浪対策の効果波浪対策の効果〔〔1/21/2〕〕

－6－

行方市蒲縄地先（西浦左岸２．７５ｋ付近）行方市蒲縄地先（西浦左岸２．７５ｋ付近）



③行方市今宿地先
〔西浦左岸10.25k付近〕

④行方市新田地先
〔西浦左岸5.50k付近〕

②行方市西蓮寺地先
〔西浦左岸15.00k付近〕

①行方市船津地先
〔西浦左岸18.00k付近〕

①

②

③

④

霞ヶ浦（西浦）

西浦左岸

西浦中岸

西浦右岸

【【４４】】 波浪対策の効果波浪対策の効果〔〔2/22/2〕〕
◇波浪対策事業の効果 【霞ヶ浦（西浦）】 湖からの波を消波しています。

撮影日時
10月8日１４：５２

撮影日時
10月8日１４：４８

撮影日時
10月8日１３：４３

撮影日時
10月8日１３：５６

－7－


